
MICEレベルアップ
セミナー

■会 場 仙台国際センター展示棟 会議室4

仙台市青葉区青葉山無番地

■定 員 100名

会場の都合上定員になり次第締め切らせていただきます。

■申 込

お申込・
お問合せ 

仙台コンベンションビューロー 斉藤・森・松川・中尾
（（公財）仙台観光国際協会MICE事業部）

TEL : 022-268-9603

E-mail : conv@sentia-sendai.jp

令和7年度

2月4日 14:00-16:00
2026年

水

（受付開始13:30）

令和8年1月30日（金）締め切り
別紙参加申込書にご記入の上、メールまたはFAXにてご送付いただくか、
右記QRコードからお申込みください。

◆講演 「MICE開催における持続可能性配慮」

東北大学大学院環境科学研究科 教授

資源戦略研究センター センター長 松八重  一代 氏

◆令和7年度仙台コンベンションおもてなし研究会第3回研修会 事例発表

～『国際会議におけるサステナビリティ推進』地域事業者の取り組み～

仙台コンベンションビューロー 中尾 優美子 

MICEとは
企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議 
（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使った造語で、これらのビジネスイベントの総称

入場
無料

兼 令和7年度仙台コンベンション
おもてなし研究会 第3回研修会



令和7年度MICEレベルアップセミナー

「MICE開催における持続可能性配慮」 

国際会議におけるサステナビリティ推進

■MICE業界においてもサステナビリティに対する取り組みが重要視されるようになって
きている中、昨年度、仙台市は観光庁の「国際会議におけるサステナビリティ推進事業」
の対象都市として横浜市、岡山市と共に選定されました。他都市の先進事例を学び、地域
の関連事業者の皆様とのワークショップ等を経て、「都市のサステナビリティ取り組みま
とめ資料」および「MICEのサステナビリティに関する５か年計画」を策定しました。

MICE関連のサステナビリティは、運営や参加者の移動に伴うCO₂排出削減、フードロス対
策、地域特産品や伝統文化の活用を通じた多様性の維持等多岐にわたり、地域の事業者様
との共働が欠かせません。令和7年度はMICEにおけるサステナビリティを具体的に推進し
ていくため、地域の事業者様にご参加いただき「仙台コンベンションおもてなし研究会」
を複数回実施いたしました。仙台コンベンションビューローは仙台がより一層魅力的な
SDGs実践都市として競争力をもてるよう尽力いたします。

松八重 一代

東北大学大学院環境科学研究科 教授
／資源戦略研究センター センター長

略歴：

1998年     早稲田大学政治経済学部政治経済学科卒業

2004年     早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得の上退学 

    博士（経済学）早稲田大学（2006年2月）

2004年   東北大学大学院環境科学研究科環境創成計画学講座（助手・助教・准教授）

2011年   東北大学大学院工学研究科金属フロンティア工学専攻（准教授）

2015～16年  クイーンズランド大学（オーストラリア）客員准教授

2016年～現在 東北大学大学院環境科学研究科先進社会環境学専攻 教授
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